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なお，後半の植生の記述は，川上（1900）が記す「大
師山」の部分と完全に一致しており，時雨（1948）
が川上（1900）を参照していることにも着目すべ
きであろう．本石碑の周辺はミヤマハンノキやハイ
マツなどの低灌木に覆われた場所であり，上述の植
生とは明らかに異なる．特にリシリオウギやチシマ
ツメクサ，チシマリンドウなどは本石碑が位置する
場所よりも明らかに高い標高でなくてはその分布は
見られない．

以上の理由から，碑文が確認できない現時点で
は，本石碑を積極的に「弘法大師の碑」として認め
ることはできず，おそらく本石碑より上部に本来の
「弘法大師の碑」があるものと筆者らは考えてい
る．これまでの調査で碑が発見できない理由として
は，登山路の変更や，当時は草本植生により安定し

図 6．種子が刻印されていた巨石．a：全体（○の部分に刻印），b：刻印．

図 7．「愛染明王」の種子の形成と石碑に彫られた刻印の関係．
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ていた場所に建てられていた石碑が，山体や登山道
の崩壊などによる草本植生の後退とともに，不安定
なスコリアの裸地へと変化し，石碑の埋没や移動，
さらには谷への転落が起きたのではないかと想像さ
れた．今後は標高 1400m から 1600m 付近の岩塊
斜面などの調査を行い，「弘法大師の碑」の発見を
試みたい．

なお，裏面に刻印された若松右太郎氏と若松治作
氏については，古川恭司氏および鈴木祐尚氏の調査
により，かつて鴛泊に在住していた大工であったこ
とが確認されている．

6（図 1-6，図 6, 7）
場　所：N45° 10′ 51.8″ E141° 14′ 26.9″
大きさ：文字の大きさは高さ 28cm× 幅 15cm



51利尻山登山路の石碑

碑　文： （愛染明王）
備　考：これまで知られていなかった碑であり，本
調査により筆者の一人である佐藤が 2009 年に発見
した．利尻山の石碑に彫られた碑文の多くは漢字で
彫られているが，この碑文は北西を向く一文字の梵
字からなり，幅約９ｍ，奥行き約３メートルの巨岩
の岩肌に直接刻印されている．明らかに利尻山に見
られる他の石碑とは異なる様相を呈し，梵字などの
知識がある者によって彫られたものと考えられる．
彫られた梵字については三谷健容氏（立正大学仏教
学部仏教学科）が解読を試みた結果，種子（しゅじ：
梵字の一字で仏像を表示したもの）のひとつであり
（中村ほか，1980），『本来は に を付けて u− 音の

を加え， とあるべきところを とついてしまっ
たため読みにくくなったもの』と推測され（三谷，
私信；図 7），「愛染明王」であることが判明した．
三谷氏によると，愛染明王は不動明王と対で安置さ
れることが多く，その点からもあきらかに利尻山開
道で祀られた不動明王などを意識して刻印されたも
のではないかと考えられる．開道された時に彫られ
たとされる「薬師如来の碑」が漢字で彫られている
ことに対して，本石碑は梵字で刻印されているこ
と，比較的頂上に近い場所に彫られていること，発
見時には固着状地衣類に刻印は覆われ，近年彫られ
たものとは考えられないこと，などからも，この刻
印は開道に至った修験者自身が山頂に留まり刻印し
たものの可能性が高いと想像された．残念ながら，
現在の年代推定技術では非破壊的な推定は難しいた
め，具体的な刻印の年代推定はできないが，明治後
期の利尻山開道の言い伝えを示す，数少ない物的証
拠の一つになるものと筆者らは考えている．その一
方で，利尻山開道以降も幾人かの修験者等が入山
し，刻印等が彫られた可能性も常磐井武祝氏により
指摘されており，今後はそれらの記録との照合な
ど，より詳細な調査も必要と思われた．

なお，本刻印がある岩は親不知子不知上部の崩壊
地の直上に位置するため，将来的にはトビウシナイ
沢に崩落する可能性が高く，なんらかの保全がされ
ることが望まれる．

図 8．山頂に残された碑（a-b）と台座（c-d）．a：2009 年では，
２つの分離した破片となって，山頂の祠の前に横に寝かされ
た状態で置かれている．b：1990 年代初めの写真では，現在
と同じ破片のみであるが，破片が修復された状態で，祠の北
側に立てられていた．c：台座のみが祠の横に残る（2009 年
撮影）．2010 年にはこの石はどこかに移動され確認できなかっ
た．d：台座の形が半円形である石（2010 年撮影）．
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7（図 1-7，図 8-a, b）
場　所：N45° 10′ 49.5″ E141° 14′ 29.2″
大きさ：２つあわせた状態で計測．23.5×115cm
碑　文：「■天 （堅）嶽」
備　考：1990 年頃の写真（図 8-b）によると，破
損した碑を漆喰で補強し，山頂に立てられていたこ
とがわかるが，2009 年現在では既に倒れ，２つに
分割した部分のみが山頂の祠前に横たわっている．
常磐井武祝氏によると，1990 年以前には破損もな
く，全部で４文字が刻印されており，最初の一文字
は梵字であり，残り３文字が「天堅（ ）嶽（てん
けんだけ）」だったという．本石碑の設置年代や由
来については不明である．

8（図 1-8，図 8-c）
場　所：N45° 10′ 49.5″ E141° 14′ 29.2″
大きさ：未計測
備　考：岩に正方形の凹みが彫られており，木製の

柱などをそこに建てていたものと考えられる．古い
山頂の写真により，年代によってそれぞれ異なる細
長い木製または石製の碑が山頂付近に建てられてい
たことが伺えるが，2010 年現在，それらのほとん
どが失われており，今後の調査の大きな課題のひと
つと言える．なお，この台座の石は，鈴木祐尚氏所
蔵の写真により，1983（昭和 58）年には既に台座
のみとなって山頂に放置されていたことが判明して
いる．

9（図 1-9，図 8-d）
場　所：N45° 10′ 49.5″ E141° 14′ 29.2″
大きさ：26×26cm
備　考：上記と同様に岩に半円形の凹みが彫られて
おり（9×7cm），木製の柱などをそこに建てていた
ものと考えられる．

10（図 1-10，図 9-a, b）

図 9．鬼脇登山路にある慰霊碑．1963 年の遭難事故（a：全景，
b：石版），1972 年の遭難事故（c）．
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場　所：N45° 10′ 16.7″ E141° 15′ 27.9″
大きさ：未計測
碑　文：「一九六三年五月□北の地にゆきし□篠崎
根岸　両君よ□君の志は□今もなお□たくましく□
引きつがれて□いる□永遠に□心安らけく□ねむり
□たまえ□一九七二年九月□東武山彦山岳会」
備　考：利尻富士町史編纂委員会（1998）には，
『1963（昭和 38）年５月に鬼脇南稜にて埼玉県西
武鉄道職員二名遭難不明』とあり，それに対する慰
霊のプレートと思われる．

11（図 1-11，図 9-c）
場　所：N45° 09′ 40.8″ E141° 17′ 12.6″
大きさ：台座部分（130×130×90cm），上段プレー
ト（61×16cm），下段プレート（42×31cm）
碑　文：「利尻岳←登山道→鬼脇」「安全登山の願い
□一九七二年二月一四日厳冬の石崎沢□にて逝けし
髙野貞雄　加藤政雄両君□にお寄せ戴いたご好意に
感謝しこの清く□美しい利尻岳から遭難を無くする
願い□をこめて。合掌。□一九七二年九月□長岡ハ
イキングクラブ□さいはての利尻の島の人々の□あ
つき情に涙こぼるる□父　髙野権二郎□こヽ利尻の
山に青春をかけた政雄よ□万感情をこめ永遠に安ら
かなれと□父　加藤栄一」
備　考：石を固めて作られた台座に，銅板と思われ
る金属製プレート２つがはめ込まれており，厳密に
は石に彫られた碑ではないが本稿に含めた．現在の
鬼脇登山口に設置されており，1972（昭和 47）年
２月 14 日に石崎の沢で起きた重傷１名，死者２名
を出した遭難事故の慰霊碑と思われる（利尻富士町
史編纂委員会，1998）．

参考文献
北海道廳内務部，1897．利尻山観測記　全．北海

道廳内務部農商課．秀英舎．東京．59pp．
一原有徳，1960．北海道の山．アルパイン・ガイ

ド 11．山と渓谷社．213pp．
上遠野福寿，1967．觀光利尻．旅館・大須賀．は

まなす社．札幌．35pp．（自刊）
川上瀧彌，1900．利尻嶋ニ於ケル植物分布ノ状態．

植物學雑誌，15(158): 77-83, 15(159): 99-112.
牧野富太郎，1906．利尻山と其植物．山岳，1(2): 

25-36．
中村瑞隆・石村喜英・三友健容，1980．梵字事典（三

版）．雄山閣．東京．492pp．
岡崎茂治，1926．利尻富士登山紀行．ヌプリ，(3): 

26-29．
鴛泊村役場・鴛泊村觀光協會，1948．昭和二十三

年版．利尻郡鴛泊村勢槪要．
利尻富士町教育委員会，2006．シリーズ〜石碑７．

文化財だより　ポンモシリ．No. 7．利尻富士町
教育委員会．

利尻富士町史編纂委員会，1998．利尻富士町史．
利尻富士町．ぎょうせい．1583pp．

利尻郷土史研究会，1986．利尻の石碑．利尻郷土
研究第２号．利尻郷土史研究会．49pp．

時雨音羽，1948．島ものがたり．宗谷観光協会．
606pp．

宗谷支廰，1935．宗谷支廰管内概況．札幌印刷工
藝社．

武井順明（編），1985．雁の教聲．浄然寺．238pp．
俵　浩三，1960．利尻の山．札幌山岳クラブ（著），

北海道の山々　マウンテンガイドブックシリー
ズ 39：199-204．朋文堂．東京．

俵　浩三，2006．阿寒・大雪山以降の北海道の国立・
国定公園．国立公園，(641): 4-9．

安田みきほ，1991．不動尊像と利尻岳開山のはじ
まり．利尻郷土研究，(5): 14-25．


